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我
が
国
へ
の
国
際
テ
ロ
の
脅
威

１ 

テ
ロ
の
標
的
と
さ
れ

　

 

る
日
本

　

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
中
心
と
し
た
国
際
テ
ロ
の

脅
威
が
高
ま
る
中
、
我
が
国
は
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
と
さ
れ
る
者
が
発
し
た
声
明
に
お
い
て
、
テ

ロ
の
標
的
と
し
て
名
指
し
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
三

年
（
平
成
一
五
年
）
一
〇
月
に
、
カ
タ
ー
ル
の
衛
星

放
送
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
た
こ
の
声
明
で
は
、
米
国

へ
の
攻
撃
の
継
続
を
警
告
す
る
と
と
も
に
、
英
国
、

ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
日

本
、
イ
タ
リ
ア
の
ほ
か
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
等
の
湾
岸
諸

国
へ
の
攻
撃
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
〇

四
年
（
一
六
年
）
五
月
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た
声
明
で
は
、
ア
ナ
ン
国
連
事

務
総
長
ら
の
殺
害
に
は
金
一
〇
キ
ロ
、
米
英
の
軍
人

ら
の
殺
害
に
は
金
一
キ
ロ
、
日
本
や
イ
タ
リ
ア
の
よ

う
な
同
盟
国
の
者
の
殺
害
に
は
金
五
〇
〇
グ
ラ
ム
の

報
酬
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
テ
ロ
の
対
象

と
し
て
き
た
米
国
関
連
施
設
が
多
数
あ
り
、
こ
れ
ら

を
標
的
と
し
た
テ
ロ
が
発
生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
爆
弾
テ
ロ
事

件
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
規
模
・
無
差
別
テ
ロ
の

脅
威
は
、
我
が
国
に
地
理
的
に
近
接
し
た
東
南
ア
ジ

ア
地
域
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

オサマ・ビンラディン（時事）

２ 

ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
関

　

 

係
者
の
我
が
国
へ
の

　

 

不
法
入
出
国
事
案

　

こ
う
し
た
中
、「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
関
係
者
で

あ
り
、
殺
人
、
爆
弾
テ
ロ
未
遂
等
の
罪
で
国
際
刑
事

警
察
機
構
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）
を
通
じ
て
国
際
手
配
さ
れ

て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
二
〇
〇
三
年
（
一
五
年
）

一
二
月
に
ド
イ
ツ
で
逮
捕
さ
れ
、
他
人
名
義
の
旅
券

を
使
用
し
て
我
が
国
に
不
法
に
入
出
国
を
繰
り
返
し

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、別
の
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
メ
ン
バ
ー
が
、
同
人
と
同
居
し
て
我
が

国
に
一
時
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
、 我が国に潜伏していた「アル・カーイダ」関係者（時事）
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国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
が
我
が
国
に
潜
伏
し
て
い
た
実
態

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
出
身
者
が
多
数
滞

在
し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
、
こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
悪
用
し
て
、
資
金
・
資
機
材
の
調
達
を
図
る

と
と
も
に
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
若
者
等
の
過
激

化
に
関
与
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

３ 

邦
人
が
被
害
に
遭
っ

　

 

た
テ
ロ
事
件

一　
イ
ラ
ク
に
お
け
る
邦
人
関
連
事
件

　

海
外
で
は
、
邦
人
や
我
が
国
の
権
益
を
巻
き
込
ん

だ
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
イ
ラ
ク
で

は
、
武
装
グ
ル
ー
プ
が
邦
人
を
人
質
と
す
る
事
案
等

が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
イ
ラ
ク
で
発
生
し
た
邦
人
被
害
に
係

る
人
質
事
件
、
殺
害
事
件
等
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
一
）
イ
ラ
ク
に
お
け
る
外
務
省
職
員
殺
害
事
件

　

二
〇
〇
三
年
（
一
五
年
）
一
一
月
、何
者
か
が
、

テ
ィ
ク
リ
ー
ト
の
南
方
約
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

地
点
で
、
外
務
省
職
員
二
人
を
襲
撃
し
、
同
行
の

運
転
手
と
共
に
殺
害
し
ま
し
た
。

（
二
）
イ
ラ
ク
に
お
け
る
三
邦
人
人
質
事
件

　

二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
四
月
、「
サ
ラ
ー
ヤ
・

ア
ル
・
ム
ジ
ャ
ヒ
デ
ィ
ー
ン
」
を
名
乗
る
武
装
グ

ル
ー
プ
が
、
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
で
、
邦
人
三
人
を
人

質
と
し
ま
し
た
。
武
装
グ
ル
ー
プ
は
、
人
質
と
し

た
邦
人
三
人
の
解
放
条
件
と
し
て
、
我
が
国
に
自

衛
隊
の
撤
退
を
要
求
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
邦

人
は
無
事
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
月
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
近
郊
で
も
邦
人
二

人
が
何
者
か
に
拘
束
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
、
無

事
解
放
さ
れ
ま
し
た
。

（
三
）
イ
ラ
ク
に
お
け
る
邦
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
殺

害
事
件

　

二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
五
月
、
何
者
か
が
、

バ
グ
ダ
ッ
ド
郊
外
で
、
邦
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

イ
ラ
ク
人
各
二
人
が
乗
車
す
る
車
両
を
襲
撃
し
、

邦
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
二
人
、
イ
ラ
ク
人
一
人
を

殺
害
し
ま
し
た
。

（
四
）
イ
ラ
ク
に
お
け
る
邦
人
人
質
殺
害
事
件

　

二
〇
〇
四
年
（
一
六
年
）
一
〇
月
、
ア
ブ
・
ム

サ
ブ
・
ア
ル
・
ザ
ル
カ
ウ
ィ
が
率
い
て
い
る
と

さ
れ
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
「
タ
ン
ジ
ー
ム
・

カ
ー
イ
ダ
・
ア
ル
・
ジ
ハ
ー
ド
・
フ
ィ
ー
・
バ
ラ

ド
・
ア
ル
・
ラ
フ
ィ
ダ
イ
ン
（
二
つ
の
大
河
の
国

の
聖
戦
基
地
組
織
）」
を
名
乗
る
武
装
グ
ル
ー
プ

が
、
邦
人
旅
行
者
一
人
を
人
質
と
し
た
と
の
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。
武
装
グ
ル
ー
プ
は
、そ
の
後
、

人
質
を
殺
害
し
ま
し
た
。

（
五
）
イ
ラ
ク
に
お
け
る
邦
人
拘
束
容
疑
事
件

　

二
〇
〇
五
年
（
一
七
年
）
五
月
、「
ア
ン
サ
ー
ル
・

ア
ル
・
ス
ン
ナ
軍
」
を
名
乗
る
武
装
グ
ル
ー
プ
が
、

ヒ
ー
ト
近
郊
で
、
英
国
系
民
間
警
備
会
社
が
警
備

す
る
車
列
を
襲
撃
し
、
同
社
に
勤
務
す
る
邦
人
一

人
が
行
方
不
明
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ア
ン
サ
ー
ル
・
ア
ル
・
ス
ン
ナ
軍
」
に
つ
い

て
は
、
ザ
ル
カ
ウ
ィ
が
率
い
る
組
織
と
の
関
連
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

イラクにおける邦人人質殺害事件を大きく伝えるイラク各紙（共同）
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二　
そ
の
他
の
邦
人
が
被
害
に
遭
っ
た
テ
ロ
事
件

　

一
九
九
六
年
（
八
年
）
一
二
月
に
、
ペ
ル
ー
の
左

翼
テ
ロ
組
織
が
引
き
起
こ
し
た
「
在
ペ
ル
ー
日
本
国

大
使
公
邸
占
拠
事
件
」
は
、
我
が
国
の
権
益
や
在
外

邦
人
に
対
す
る
テ
ロ
の
脅
威
を
改
め
て
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
し
た
。

　

近
年
は
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
の
脅
威

が
高
ま
る
中
で
、
我
が
国
の
権
益
や
在
外
邦
人
が
テ

ロ
の
標
的
と
な
る
な
ど
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る

と
み
ら
れ
る
テ
ロ
の
被
害
に
遭
う
事
件
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

一
九
九
七
年
（
九
年
）
一
一
月
に
は
、
エ
ジ
プ
ト

の
ル
ク
ソ
ー
ル
・
ハ
ト
シ
ェ
プ
ス
ト
女
王
葬
祭
殿
に

お
い
て
、
武
装
グ
ル
ー
プ
が
銃
を
乱
射
し
、
邦
人
一

〇
人
を
含
む
死
者
六
二
人
、
邦
人
一
人
を
含
む
負
傷

者
二
四
人
の
被
害
を
出
し
た
「
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る

観
光
客
襲
撃
事
件
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
件
は
、

犯
行
声
明
等
か
ら
、
同
国
最
大
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

組
織
「
イ
ス
ラ
ム
集
団
」
に
よ
る
も
の
と
判
明
し
て

い
ま
す
。

　

一
九
九
九
年
（
一
一
年
）
八
月
に
は
、
中
央
ア
ジ

ア
の
キ
ル
ギ
ス
に
お
い
て
、国
際
協
力
事
業
団
（
現
・

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
））
の
資
源
開
発
調
査
に

従
事
し
て
い
た
邦
人
四
人
を
含
む
七
人
が
誘
拐
さ
れ

る「
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
邦
人
技
師
拉ら

致
事
件
」が
発

生
し
ま
し
た
（
邦
人
は
同
年
一
〇
月
に
解
放
）。
こ

の
事
件
は
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
関
係
を
有

す
る
と
さ
れ
る
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
運

動
（
Ｉ
Ｍ
Ｕ
）」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
犯
行
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
（
一
三
年
）
九
月
に
発
生
し
た
「
米

国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」で
は
、ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ

た
航
空
機
に
搭
乗
し
て
い
た
邦
人
と
世
界
貿
易
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
の
崩
壊
に
巻
き
込
ま
れ
た
邦
人
の
計
二
四

人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
二
年
（
一
四
年
）
一
〇
月
の
「
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
け
る
爆
弾
テ
ロ
事
件
」
に
お
い

て
は
、
邦
人
二
人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。 

　

二
〇
〇
三
年
（
一
五
年
）
五
月
に
発
生
し
た
「
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
・
リ
ヤ
ド
に
お
け
る
外
国
人
居
住
区

連
続
爆
破
テ
ロ
事
件
」
で
は
、
外
国
人
居
住
区
三
か

所
に
大
量
の
爆
発
物
を
積
ん
だ
車
両
が
突
入
し
て
自

爆
し
、
三
四
人
が
死
亡
、
邦
人
を
含
む
一
九
四
人
が

負
傷
し
ま
し
た
。
同
事
件
は
、「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」

に
よ
る
犯
行
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年（
一
七
年
）一
〇
月
に
発
生
し
た「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
」
に
お
い
て
は
、
邦
人
一
人
が
犠
牲
と
な
り
ま
し

た
。

インドネシア・バリ島における同時多発テロ事件
（2005年（平成17年）10月）


